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み
な
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。

ほ

く
は
く
新
報
を
手
に
と

つ
て
い
た

だ
き
、

あ
り
が
と
，ュ

」ざ
い
ま
す

―

こ
の
新
報
が
ど
う
い
っ
た
も

の

か
を
説
明
す
る
前
に
、

ま
ず
、

ほ

く
ほ
く
新
報
を
制
作
し
て
い
る
国

体

「長
崎
ソ
カ
イ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
立
ち
上
げ
た
き

っ
か
け
を
お
話

し
ま
す
。

震
災
の
直
後
、

私
の
苦

の
職
場

⌒農
水
省
）

の
同
僚
た
ち

か
ら

「
１
日
１
５
０
万
食
」

（避

難
者

５
０
万
人
ｘ
３
食
）

の
輸
送

が
難
航
し
て
い
る
と
聞
き
、

「被

災
し
て
い
な

い
地
域

で

一
時
避
難

を
受
け
入
れ
る
ほ
か
な

い
」
と
考

え
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。

し
か
も
、

福
島
県
は
、

私
が
学
生

の
頃
、

何
度
も
訪
れ
た
場
所
で
あ

り
、

宮
城
県
か
ら
岩
手
県
の
沿
岸

は
仕
事
で
現
地
調
査
を
し
て
廻

っ

た
な
じ
み
深
い
場
所
で
し
た
。

白

分
が
行

っ
た
官
古

の
貯
木
場
が
、

津
波
に
流
さ
れ
て
い
る
映
像
を
観

て
保
然

（り

つ
ぜ
ん
）
と
し
、

多

数

の
死
者
に
胸
が
潰
れ
る
思

い
で

し
た
。

長
崎
ノ
カ
イ
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
は
、

被
災
地
を
離
れ
、

長
崎
で
疎
開
生

活
を
始
め
る
方

々
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
団
体

で
す
。

現
地

へ

行
く
の
で
は
な
く
、

被
災
地
か
ら

来
ら
れ
た
方

々
に
、

長
崎
市
民
を

中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ス
タ

ツ

フ
が
、

日
常
生
活
を
お
手
伝

い
し

ま
す
。

例
え
ば
、

初
め
て
来
た
と

こ
ろ
で

「ど

の
パ

ス
に
乗
れ
ば
い

い
か
」
な
ん
て
最
初
か
ら
わ
か
り

ま
せ
ん
よ
ね
？
　
ま
し
て
、

長
崎

名
物

の
電
車

に
乗

る

こ
と
だ

け

で

も
、

「
西
浜
町
」

の
次

の
停
留
所

が
ま
た

「
西
浜
町
」
だ

っ
た

り
、

な
か
な
か
た
い

へ
ん
で
す
。

実
は
、

最
近
も

こ
ん
な

こ
と
が
あ
り
ま

し

た
。

東
北

か
ら
長
崎

に
来

る
決
心

を
さ
れ
た
と

の
連
絡

を

い
た
だ

い

た

の
で
す
が
、

長
崎
空
港

か
ら
長

崎
市
内

へ
の
リ

ム
ジ

ン
バ

ス

（出

島
道
路
経
由
と
浦
上
経
由

の
２
種

類
が
あ

る
）

で
、

悩

ま
れ
る
だ
ろ

う
と
思

っ
て
、　

つ
い
心
配
に
な

っ

て
長
崎
空
港

ま

で
お
迎
え

に
行
き

ま
し
た

（笑
）
。

現
在
も
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ス
タ

ン

フ
は
募
集
中

で
す
。

長
崎
市

が
市

営
住
宅
な
ど

に
受

け
入
れ
る
方

々

の
サ
ポ

ー
ト
を

し
、

必
要
と
な

る

生
活
用
品

の
提
供

の
呼
び
か
け
や

、

疎
開
生
活
に
応
じ
た
貸
し
出
し
】

提
供
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

疎
開
暮
ら
し
を
送
る
方

々
に
被
災

地
の
情
報
や
、

長
崎
で
の
情
報
も

発
信
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

こ

の

「
ほ
く
ほ
く
新
報
」
も
そ
の

一

端
を
担

っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
連
絡
先
は
左
記

の
と
お
り
で

す
。

ほ
か
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体

の
情
報

へ
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

創
刊
に
あ
た

っ
て

長
崎
ツ
カ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
同
世
情
人
　
橋
本
周

⑤
⑤
①3月22日 (火)長崎市内の『スターバックス』[て、

⑤関係者 (その後発遣人)が集まって万向性を相談。
③ 「長崎ソカイネットワークJの名称決める。
③3月24日 (本)長 崎市市民活動センター「ランタ
③ナ」担当者と実務的な話め。
③3月25日(全) 午後4崎半から「長崎ツカイネッ

⑤000① OOOOOOOOC6

O③ ⑤⑤①⑤OO⑤ ⑤⑤③⑤OOOOOOOOOO⑤ O⑤ ③⑤O
5人が集まる。 ※ 旗場げの嶺子がNKほ かで報道。

また、新聞岳紙で紹介。

4月 1日 (食)長崎ソカイネットワーク事務周脳

4月 5日 (火)物資受付を開は 長崎市魚のOJの市民

会館検アマランス入□Eカウンターを設けて受付。ま

た、既[長崎に回謁されている方 や々、疎開を検討し

ている現地の方 か々ら連48が入り始める。 ※ 物資受

付P.ついて、新聞で紹あ

4月6日(ホ) f諭輔畿銃紳拾 的4張再翌目託∋

が全面的支援を快話いただく。

4月 8日 (全)登録ボランテイア2名&員 崎滞在中

の眼災地の方のホテル移動を支援。制士事。

4月10日 (日)長崎ツカイネットワークと指向性が

似ている「1下鳥受け入れの会」が来訪し撤

4月11日 (月)長崎軽運送協業組合をはじめとした

多数のご協力を得て、大型家電ほかを、提供をいただ

く方の家から運び出し、藤用されている万 の々住居ま

磁

4月 15日 (a)登 録ポランテイア23で、長崎沸在

中の被災地の方のホテル移動を支援。

4月17日 (日)晴 巳師迫断i民貿ヒ研究会J=催 、

□抜道ノ同古」帳誰謝邸 競 会」協力のチヤ

リテイコンサート(西友道ノロ古前広場)にて、ボラ

ッティア登録ブースを設島

4月24日 (日)断続仙な馬の中、震災支援パザール

@購 橋 得 2回)において、多数重複しているもの、

貞昧期限があるものなどをlfザーで販売し、60,863

日の売上。

4月23日 (月) 長 崎軽運送協業組合をはじめとし

た多数のご続力を得て、大型家電麟 を提供いただく |
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長崎ツカイネットワーク

活出拠点

長電荷E町 21-2市民活

ロセンターランタ'2膚

へ案内                ⑤
4月27日 (ホ)疎開して来られた家族購λ居する民○
闘I宅へ「め掃除隊」を派遣 (KTNoニュースで紹介①
いたどきました)。                ①
4月28日(本)物資劉寸窓□が長崎市市民会館(ア○
マランスロ)から、元船町のB・日通倉庫に移転し、(D
本格稼働。また、疎開してこられた家族の家へ生活物(D
資搬み。         o
S月 1日 (日)午後2時から、長崎市刃沿町の旧。日o
通倉厚前で「みんなで看板」イベント実施     O
長崎軽運送愉業紹念 着手の大工さんたち、福田のO
「安心電剣 さんのご協力を得て、3っ越しされる方(〕
かrD家電を受け取り、疎開されてきた方のお宅にお届0
け。識畠 0

5月6日 (会)告期MPTA関係者のご協内を頂いて、 ‐

疎開してきた方の子弟帥 運動着を鳳兆  O

5月9日 (月)長崎軽運送協撲組合のご厚意により、0

疎開されてきた方のご自宅へ家具を運び込み。   (D

5月10日 (火)疎開してきた方 向々けの広報概「ほO

くほ<新鋼 算1昌お届け。            O

5月11日 (会)長 崎軽運送協業組合、福日の「安0

心電気』さんほかのご協力により、疎開されてきた万O

のご自宅へ家電 家具などを運び込み。       ロ

0
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見崎ノカイネットワーク

共同世話人 橋本剛 (はしもと
つより
1969年生まれ、長崎市体乳 長

崎ノカイネットワークの立ち上

げの場所である魚崎市の夢彩都
にあるスターバックスにて。現
在は、中島川流域委員会事務局
も粛荘亀

的
／

ウ
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ノ
ー
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長崎で博諌 と言うと「路面電拘 それではJRはなんと言うかと言うと「汽詢 と言つたりしま丸 ディーゼウけ機関車も走ってるのである意味 「機詢 なのかもしれまもし。


